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Ⅱ-Ⅲ 巻収蔵 tDieTraumdeutung"を使用｡引用ページは (G.W.30)など






























































ドは ｢抑圧｣Verdrangungであると言ってよかろう｡ Ubm が Bw-Vbw と

































































































































































































































































































































る｡ それは食欲に代表される肉体的生理的欲求である｡ この興奮 (空腹の刺
激)を解消するために,まず運動力の中に捌け口を求める (空腹の子供が泣い
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たり手足をばたばたさせたりするのがそれである)が,事態は改善されず依然
として興奮は消えずそれどころかますます高まっていく｡
結局なんらかの外部からの働きかけ (小児の場合なら乳を与えられること)
によってのみ,内的刺激を解消する満足体験が経験される｡ この ｢満足体験｣
Befriedigungserlebnisの本質的要素は, ある種の知覚の出現ということであ
る｡ 以後この知覚の記憶像は,欲求興奮の記憶痕跡と連想的に結びつく｡
そこで,再びこの欲求が起こってくると,直ちにかの知覚の記憶像を再生さ
せようとする心的作業が始まる｡ すなわち知覚そのものを再び喚起させ,初め
の満足体験を再現させようとするのである｡
願望とは一般に,不快 (興奮の堆積)から出発し快 (興奮の減少,恒常レベ
ルの回復)をめざす心的装置内の潮流のこと,とされている｡ 最初の願望は,
満足記憶を再生させる幻覚的エネルギー充当であった｡知覚の再出現が願望充
足なのである｡この最初の願望形態は ｢知覚同一性｣Wahrnehmungsidentitat
をめざしていると言われる｡これは先に説明した ｢退行｣のメカニスムにはか
ならない｡
しかしこの知覚同一性の作成は,本当の満足を与えない｡満足が得られるの
は外部からのなんらかの現実的な対象によって,同一知覚が与えられた時だけ
なのである｡ 小児の例で言えば,乳 (ないしは乳房)という対象によって,乳
を飲んだ時の知覚が与えられねは満足は得られない｡幻覚的な知覚同一性追求
に固執していては,心的装置はその力を無駄に使い果たしてしまうことになろ
う｡今や知覚の再生にまで至る完全な退行を停止させ,心的力を別の方向に転
換させねばならない｡すなわち, 満足を与えてくれる対象の現実的知覚を探
し,それが現われるよう外界を変化させるような複雑な思考活動を行なわねば
ならない｡この退行の阻止と,現実的同一知覚の獲得を可能にする複雑な思考
活動こそが,第2組織 (Vbw)の使命なのである｡先の知覚同一性の追求は,
願望充足-の最短の道であったが, 第2組織の為しうる思考活動は, いわば
迂路,廻り道である｡
以上で第2組織がなぜ必要となってくるかが述べられた｡今,発達の観点か
ら私は第2織組が途中から出現するように述べたが,本論文第1章でも触れた
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ように,はじめに意識が存在しなかったわけではない｡発達の第2の局面を迎
える前には,意識と無意識の区別がなく,現実と幻覚の区別が不十分だったの
ではなかろうか｡そのような状態では生きていけないために,心的エネルギー
の使い分けが必要となり,第1,第2組織が区別されるようになる｡ そして
第2組織は少しずつその技術を高度なものにしていくのである｡ 一方第1組織
のやり方 (退行による知覚同一性の作成)は,今や役に立たず無駄だとわかっ
て,棄てられたやり方なのであるが,にもかかわらず,たとえば夢において維
持されている｡ ｢夢を見る｣ということは,今や克服されてしまった子供の心
の営みの一部なのである｡それどころかむしろ,第2組織のやり方で解消され
る願望の方が,ごく一部にすぎないとも言える｡第2組織の近づき得ない願望
は,結局第1組織のやり方にゆだねられる｡
次に第1組織と第2組織の違いについて,もう少し見てみよう｡ ｢第1組織
の活動は興奮量の自由な流出 Abstr6menをめざしている｣(G.W.605)と
言われる通り,心的エネルギーはある表象から別の表象-自由に移行し (自由
エネルギー freieEnergie)満足体験の残した知覚を幻覚的に再生することを
めざす｡このような心的過程は第1次過程 Primarvcrgangと呼ばれる｡
一方第2組織は,まずエネルギーが自由に流れ出て知覚組織にまで退行する
ことを阻止する｡次に現実吟味の思考活動を行ない,その間充足は,本当に満
足を与えてくれる対象が得られるまで延期される｡ 吟味が終わった時すなわち
外界からやってくる対象が記憶にある知覚と同一の知覚を与えてくれそうだと
判断した時はじめて,興奮の放出を許すのである｡結局は興奮放出つまり願望
充足をめざしているのだが,第1組織が知覚同一性を作り出す最短距離を行く
のに対して,第2組織は思考同一性 Denkidentitat(現実吟味による同一知覚
であるという判断)を獲得しようとする｡ また単に外界から偶然やってくる対
象を吟味するだけでなく,より積極的に,望む知覚が得られるように外界に働
きかける活動も,第2組織だけが為しうるところである｡この外界変革を為す
ためには,大量の記憶材料を自由に駆使できなければならないが,記憶要素を
充当するのにエネルギーを全て使ってしまっては,外界変革に必要なエネルギ
ーが不足してしまうO従って第2組織は,充当エネルギーの大部分を拘束して
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おき,わずかな部分だけを記憶表象から記憶表象-模索的に移動するために使
用するのであろう｡ 第2組織の行なうこのような過程は,第2次過程 Sekun･
darvorgangと呼ばれる｡エネルギーは拘束され (拘束エネルギーgebundene
Energie)思考活動という廻り道を通って,安定した形で放出へと導かれる｡
第2次過程は第1次過程の修正であるとも言える｡ 第1次,第2次という命
名は,第2次がより高次の機能であることを示しているだけでなく,時間的
(発生の順を示す)意味も含まれていることは言うまでもない｡ ｢第2次過程
が人間生活の歴史上で漸次形成されていったのに反して,第1次過程は人間の
心の内に,そもそもの最初から与えられていた｣(G.W.609)のである｡
以上,心的装置の発達及び第1組織と第2組織の違いについて考えてきた
が,最後に,夢を見させる原動力であるところの無意識的願望について,わか
ったことをまとめておこう｡
･それは第1組織に属する｡
･その求めるところは知覚同一性 (退行による幻覚形成)である｡
･自由エネルギーを持つ｡ すなわち表象から表象-と自由に移動しうる｡ また
まわり道をしないで直ちに満足に到達しようとする｡
･第2組織はこれをコントロールしようとする｡ コントロールが成功するとエ
ネルギーは拘束され,まわり道を通って現実的満足-向かうように修正され
る｡ しかしコントロールが及ばぬものの方がむしろ多い｡
ざっとこんなところが,無意識的願望の特徴である｡ 驚くほど後に提唱される
エスの特徴に似通っている｡ この時点ですでに第2局所論の萌芽が認められる
のである｡
終 章
本論文で私は,夢形成のメカニスムを考察し,最終的には無意識的願望に到
達しようと試みたのであるが,無意識的願望というものは,考えれば考えるほ
ど難問である｡ 我々の欲望,願望はそれが意識化され得るものであれば,吟味
することもできるし,統御することもできる｡しかし無意識的願望が相手とな
ると,まさに我々の自我にとって手の届かないものであるからこそ無意識なの
であり,我々にはどうすることもできないままその力に翻弄されるわけである
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から,やっかいきわまりない｡しかし無意識的願望を知る術が全くないわけで
はない｡というのもそれは抑圧に阻まれつつもゆがんだ形で絶えず立ち戻って
くる (たとえば夢)ので,そこに精神分析の威力が発揮されるのである｡
そこで次のことが問題となる｡ 第1に精神分析の技術水準が上がれば,無意
識的願望をすっかり知ることができるのであろうか｡ 第2に,抑圧さえなくな
れば無意識的願望は文字通り解放され,よくわかるようになり,いわば無害と
なるのか｡
第2の問題から考えると,性的なタブーが取り払われることによって無意識
的願望が解放されると信じている人もあるが,どうであろうか｡私はそうは思
わない｡前にも言ったが,抑圧されたから無意識が生じたのではない｡抑圧は
無意識的願望の膨張を調節する弁のようなものである｡抑圧が必要となる真の
理由は,第2組織の使命と同じである｡抑圧の本質は社会的タブーにあるので
はない｡
次に第1の問題であるが,いかに精神分析の技術が高度になろうと,無意識
的願望の正体を知ることは不可能に近いほど困難ではないかと思われる｡表象
から表象-と自由に移動しうる無意識的願望の,本来の固有の表象を見つける
ことはできるのであろうか｡精神分析は,エディプス･コンプレクスとか破壊
衝動とかを持ち出すが,これらは結局フィクションではないかと批判される｡
たしかに異なった文化圏では通用しにくいという限界があり,この種の学説は
普遍性に欠けるのである｡ しかし問題の焦点が人間関係にあることはたしかだ
ろう｡ 無意識的願望がどのように発現していくかを問う意味で,乳幼児研究が
興味深く思われる｡
また, 固有の表象を持たない (らしい)無意識的願望の世界を考察するの
に,あくまでも欲望という概念にこだわるのはどうかとも思う｡ 欲望という形
に集約される前のレベルで考える必要があるのではなかろうか.私は障緒のレ
ベルを考えているのである｡ 心の働きを表象と心的強度の2面から考えること
にはひっかかりを覚える｡ 実際の我々の心はもっと多彩なものではなかろう
か｡ということを今後の課題としつつ,本論文を終えることにする｡
(たむら きみえ 博士後期課程二回生)
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